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医療関係の専門雑誌「成人病と生活習慣病」７月号に、上記タイトルでの原稿執筆を依頼されました。介護

者として医療関係者からたくさん教えて頂くことはあっても、逆に介護者として医療関係の先生方が読む雑誌

に介護者の思いについて寄稿依頼があることは恐縮すると同時にありがたいことだと思いました。以下のよう

な主旨で投稿しました。一部抜粋します。 

 

１０年前に妻が５０歳代前半でアルツハイマー病

と診断され、在宅介護で５年、入院療養で５年経過し、

医療関係の先生方に大変お世話になった。認知症介護

生活の中で多く虐待事件・心中事件が多発するなか、

私は多くの専門家から学び体験者の書いた手記を読

んでこの病気と病気がもたらす本人や家族の困難を

予想できて介護生活をなんとかしのいできていると

思っている。介護生活しながらも妻の入院後は仕事に

も少し復帰している。多くの支援の中で功罪を含めて

思うことを述べることで何かお役に立てることがあ

ればうれしく思う。本稿で述べたい点は以下のとおり

である。 
・専門性の提供だけではない認知症の総合・具体的支援 

・現場の修羅場には医療以外の経験が要求される 

・医師への期待は医療を超える 

現場・現実の修羅場体験の中では病気そのことにつ

いての苦しみと同時に、家族の生活や、職場・近所や

親戚との交流などでいろんな心配や怒りや苦痛や悲

しみが錯綜する。揺れる心の機微は最初に接する医師

に向かうことになる。その時の対応が医療の専門家と

して機械的に処理されると絶望感を抱いてしまう。狼

狽するなと言われても無理である。介護者は突然深い

川に放り投げられる。そんな時に冷静に泳ぎなさいと

教えられても戸惑うばかりだ。溺れる者は藁でも何で

もつかむ。認知症という病気のみではなく、患者と家

族のおかれた現実現場に向き合い、患者と介護家族を

含めた家族の生活への配慮、医療以外の幅広い人間へ

の理解があるかどうか。自分の持っている知識や専門

性のみで認知症を支援するのではなく、曖昧糢糊で右

往左往する現場の修羅場を共に受けとめて頂けるか

どうか。 

まず診断して処方箋を出すまでが仕事と思ってい

る専門医が多いことに戸惑う。いつも本人を観察して

いるわけではないので、薬の調整は２４時間３６５日

傍にいて状況を見ながら一番適切な使い方を自分で

考えながら行わざるを得ないことへの理解。薬に限ら

ず状況により現場での判断や熟練は医療者から教わ

ることとは違うノウハウが必要になる。 

昨年開催した「若年性認知症を受け入れる地域社会

創り」フォーラムでの長谷川和夫先生の話は病気とい

う本人に限定した医療だけの世界では社会の病は解

決しないというものだった。「どんな状態になっても

人の命は限りなく尊く、生きている喜びを支援するこ

とが介護者にとっても人生に深みを与える。人生を明

るく楽しい気分にするのは右脳である。本人を中心に

して安心できる居場所と役割を用意することが家族

も社会も温もりのある絆を創ることになる」と。 

 認知症は脳の一部の病気が本人の心身の異変をも

たらすだけでなく、介護者も家族もつながりのある社

会全体が病気になるようなものだ。脳は社会とのつな

がりを持つので部分に分割して問題解決をする近代

医療だけによる支援では限界があるように思う。 

 企業組織も分業化と階層構造が進み、部分の問題解

決と効率化を図っても仕事と仕事のつながりで問題

が発生し企業の健康のバロメーターであるカネとモ

ノの流れが悪化します。マネジメントの神様、P・F・

ドラッカーは部分最適ではなく全体を俯瞰するホリ

スティック（包括的）なマネジメントの必要性を唱え

ていました。認知症の妻の介護者として、又ドラッカ

ーの信奉者として、ホリスティック（包括的）な医療、

又生き方や哲学が介護生活に役立ちました。 

お世話になった医療関係の先生方に対して無礼な

文になったかもしれませんが、彩星の会の支援をして

頂いている先生方に限れば、ここに述べたことは当て

はまらないことを述べさせていただきます。 
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「元気な毎日を…」 
東京在住 

本人  夫６６歳 

介護者 妻６７歳 

２００６年４月 初診でアルツハイマー病（５９歳） 

自立支援医療（2011 年５月） 

介護保険 要介護１（２０１１年１０月）利用していません。 

障害基礎年金  (２０１２年６月) 

障害手帳  （２０１２年１２月） 

 

２００６年４月にようやく決心し実家近くのク

リニックに行きました。２～３年前から鬱症状が見

られ、おかしいと思っていました。MRI の結果、海

馬の委縮があり初期のアルツハイマー病とわかり

ました。 

 

前年の２００５年６月に、退職を余儀なくされま

したが「お金の心配はいらない」と言いましたら、

ほっとした表情になったことを思い出します。 

２０１１年４月までの５年間、毎月実家に泊まり

がけで片道２時間かけ本人の運転でクリニックに

通いました。 

                                                   

家にいるようになってからは、落ち着きを取り戻

し、私がいらいらしたり、怒ったりしなければ、穏

やかに過ごしていました。 

病状はあまり変化がないように思っていました

が、旅行先のお風呂で衣服の置場がわからなくなっ

たり、下着が盗られたと、騒ぎになったり、恥ずか

しい思いを何度かしました。その件を先生に話しま

すと「よくあること」「問題ありませんよ」「大丈夫

がんばりましょう」と本人を勇気づけてくれました。

その後は、旅行先での入浴には、必ずパン屋さんの

赤色の紙袋を持たすようにしましたら、上手く解決

しました。 

 

親切な先生でしたが、この病気が医療補助を受け

られるとわかり、2011 年５月に指定病院の J 病院に

替えました。 

 

いろいろ本を読んで勉強したつもりでしたが、支

援のことはこの時まで考えてもみませんでした。 

 

アルツハイマー病と分かってからは、どこに行く

にも一緒でした。他の人とのかかわりがもてるよう

に、畑を借りたり、コーラスを習ったり、スポーツ

クラブに入会したりと、病気の進行が少しでも遅く

なるように努めてきました。しかし、この思いはあ

まり理解してもらえず、淋しい思いをしました。 

 

今は、脳トレを兼ねた体操教室に週１回、一緒に

通っています。人間関係が苦手で、一人では出たが

りません。人との会話もうまくいきません。質問さ

れても、直ぐに応える事が出来ず相手を不快な気持

にさせてしまうのです。本人によると一生懸命、返

事を探しているので時間が掛かってしまうと言い

ます。その様な事もあり、本人が声を使い言葉を返

す事が出来るよう会話を交わすことを心がけてい

ます。「男性にとって仕事がない、する事がないこ

とが 1 番辛い」といつも言います。 

 

なんでも良いので自分なりの目標を見つけて、元

気な毎日を過ごしてほしいと願っています。 

  

 

 

 

 

 

 

今

お詫びと訂正 

前号（６１号）の『人今人』のページに診断名の間違いがあり

ました。お詫びして訂正します。 

誤：ピック病・レビー・ピック複合（LPC）→正：全頭側頭型

変性症 
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№１ 

                                     

 

 

1 ǯǚǯȚ ȚǮʝ  

  ȍǪǖȑǯ ȅȅǲ ȆƲẺǔǱ Ʋ

֘ǯ ȐǋƲⱲǯ̱ǵ ș ǍƳ 

 ǚǵȏǍǱ ȐǋǵḹǶƲ ᷀ὕ

ǜȓǭǋȒƼ◓ ǵ̝ƽ ǓǉȒƳ 

 

˹ᶥƲ ǞǦƼǯǚǯȚ ȚǮʝ ƽǯƲ

ǵ ǯǵẎǔǱ ǋǶƲ ˗ʴǵ̵ Ʋ

ȩɧȨȯ ǓǱǖƲỒȈǒȐ ˗Ʋ Ʋ֘ǯ

ǵ ȐǋǮỒȅȑƲ ȅǮ Ȇ˧ȖǠ˗Ǯ

ǉȒƳ ǵ Ǯǵ 2 ̝ǵȏǍǱȉǵǮ

ǉȒƳ 

 

 ˗ʴǮǵ Ʋ̵ ƲȩɧȨȯ ǶƲǚȓ

ǶǚȓǮ Ǯ ǞǋǓƲΉ˲ ǲǶǱȚǯ

ǱǖǞǪǖȑǞǱǋ ǓǮǔȒƳ 

 

 ‼ǲ Ʋֳǲ ƲǫȅȆșǯȉǲƲȍǪǖȑ

ȅȅǲ șᵩȆƲ֘ǯ Ȑǋ Ȇ˧ȖǞƲ

Ǟǋǹǯ ș ǛǞȅǞȎǍƳ 

 ǶƲ ǠȒḹֻǲǶƲ̱ ǵͪ

ǵǦȈǲ ʴ ʴǲ ѝǵ Ǔⱳ ǮǉȒƳ

Ǥǵ̀Ʋḹ Ʋ Е̱ Ǳ˗ǶЋǭ ὑ

ǮǉȒƳ 

 

  ˺ ǲ ǠȒ Ḹǵ Ʋ  

   ǲᾍǠȒʥὄǵ  

 ȉǍ̲₴ǒὑ͈̝ǲ֓қǞǭǋȅǠ

ǓƲ֓қǠȒǦǺǲדǍǚǯǶƲǱǣƼ◓ ǵ     

̝ƽǮǶ ѝǦǨǮѰ̸ǞǦƼ˺ ǲ ǠȒȉ

ǵƽ ѦǞǱǋǮƲɕɫǓ ǞǦ ș ṸǠ

Ȓǵǒʥד ǮǱȐǱǋƳ 

ǠǮǲƲ ǞǦ˗ ǲǫǋǭȅǯȈǦȉǵ

ǓǉȒȏǍǮǞǦȐǛȈȚǱǜǋƳ 

 ◓ ǵ̝ǶƲ ǲ ǠȒ˗ ǲǫǋǭǶƲ

ὔǵῇǮǶǱǋǒǯדǍƳǱǣƲǚǵὔǵῇș

ǞǭǋȒǵǧȔǍǒƳ  

 ̀ὤ ǵ˗ Ǔ ѝǵὤ ǲ►ǭǶȅȒǯǋ

ǍǚǯǶǱǋǓƲ ǲȏȒ ǵẀӓƲ˺

ƲЏ Ҟǵ֞ǘ Ʋ ǲ ǠȒᾍ

ы Ʋ̝ ρ ǯǞǭ֓ ǲǶǱȒǯדǍƳ 

ɕɫǓ ǋǦ ǯǵẎǔǱ ǋǶƲЋǭǓ

Ǳ˲Ǔ ǞǦ˗ Ǯ Ѧ ǲ ǜȓǭ

ǋȒǯǋǍǚǯǮǉȒƳȅǦƲʝǫǵ˗ ǲᾍ

Ǟǭẉǖǵ ǱȒᾍы ǓȆȐȓȒǒǱ  

 

Ǒ ȐǢǖǧǜǋ 

˺ ǵẰ ș ὁǮ˺ ǜȓǭǋȒǛʺ˲

ǵ ǮƲ ǵ ȑ ȑǓї ǲǖǖ

ǱȑƲɅȢȳɶɑȷǵ ȉ ǠȒȏǍב

ǲǱǪǦƳ ǜȅǵʴǮƲֿǟȏǍǱ ș

ǜȓǦ ǓǋǦȐǣǹ ḸșǑ ȐǢǖ

ǧǜǋƳ 

  

ǵὑ͈̝ɝɉ Ƕ  

Ƽ ǦǨǓǫǒǏȒѰ↓ƽǲǫǋǭƲǑ˘˲ǵ

̝ᴣǵ Ǔ̱ ș ǞǭǖǧǜǋȅǠƳȅǦ

Ȼɶȵɡɩɭɶȩɶǵ ʴǜȚȉ ǭǖǧǜǋ

ȅǠǵǮƲ ᵂ ǉȑȅǞǦȐ֞ǘ̂ǘȅǠƳ 

 

Ǒ ǋǦǧǖКὦ 

ӣ ǵҞ ǲ ǠȒǚǯƲ ὡ₴ Ʋ ♬

ǵ ǲǯȉǱǍף Ƶ ǦǨǓǣǹ Ǫǭ

ǑǔǦǋКὦǮǠƳ 

ǣǹǛ֓қǖǧǜǋƳ 

Y  

 

 

 

山花です！ 
山花です！ 
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ƞ ὑ͈̝ 

 ֞̂ 12 30  

̝ḹ Ƽ ὧӢ ὡ ȹɱȽɶƽ ѩ ᷂ᶫ֓  

Кὦ ɝɉ ̝『私達が使える制度について ̱ 』 

M.Y.さん／W.K.さん（彩星の会会員） 

ȠɇɎȢȴɶ M.T.さん（ソーシャルワーカー） 

ȱɶɅȡɋɶȽɶ I.Z. （彩星の会副代表） 

˲˧ ̝ 事前申し込みが必要です（下記事務局にお申込みください） 

Ʉɶɜ ƾ歌とアートで暑い夏を乗り切ろう』 
   ミニうたごえ喫茶／アートを楽しむ／その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記  

 この頃表情が少し険しくなってきたＨさん。「次は H さんの歌です、お願いします」と言ってマイクを

渡した瞬間、輝くような笑み。一瞬だけどそれが全て。笑顔を思い出すたび幸福感に満たされてしまう歌

の力。（し） 

ƞǛ ɵǛЊ̝Ƕ ◓ ǵ̝˗ҵᾯ ȅǮǛ ǖǧǜǋ 

ǀ ǁ Ʋ Ʋ   

  FAX  

ₑ Ὑ ₲ḹ  

ご注意！ 事務所は８月１０日から１８日まで夏季休暇となります！ 

e-mail：hoshinokai@star2003.jp HP：http://www5.ocn.ne.jp/~star2003 

ƞ₴̝  

 ὤ ̝ᴣ 5,000 Л Ҟ̝ᴣA ,000 Л/B ,000 Л/C1 ,000 Л 

ƞǑ Ȇ ǛЊ Ƕʤ ֥↔ὒǭǲɟɁȹɶȶș ǏǭǑ ǋǞȅǠƳ    

͛ ֥↔ ֵ 00170 ę7ę463332  

қЊ ׀ ₴ ὤ ̝ɵ◓ ǵ̝ 

 

７月２１日（日）、アラジン主催の公開講座「ドラッカーと介護者支援」を

精神科医の渡辺俊之先生をお招きして行います。 詳しくは下記

チラシのホームページをご覧ください。（I） 

http://www12.ocn.ne.jp/~arajin/kouzakouen/kouza20130721.pdf 

 

駆け込み情報 

 

 

˹₴ǵƼ◓ ǵ̝ ƽǲǫǋǭ 

 

 ＊昨年と同じ宿泊地で計画しています＊ 

９月５（木）～６（金）【現地集合・解散】 

宿泊先：三浦半島リゾートホテル「マホロバマインズ三浦」 

料金：1 人 15,000 円（３食付） 

 

■詳しくは事務局へお問い合わせください 

mailto:hoshinokai@star2003.jp
http://www5.ocn.ne.jp/~star2003
http://www12.ocn.ne.jp/~arajin/kouzakouen/kouza20130721.pdf

